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サンパウロ市のコミュニティ・ポリシング
清水　麻友美
はじめに
近年，世界の多くの警察組織で，「コミュニ
ティ・ポリシング」（community policing）と呼ば
れる，地域社会との関係を再構築しようとする
フィロソフィかつ組織戦略（1）が受け入れられつつ
ある（Kahn [2002: 7]）。治安の悪さ，警察の腐敗
や能力の低さといったイメージで語られがちなラ
テンアメリカも例外ではない。特に，本稿で扱
うブラジル・サンパウロ州軍警察（Polícia Militar 
do Estado de São Paulo, 以下「SP 軍警」）（2）の取り
組みは，国内他州だけでなく中米など海外の警察
からも参考とされるほどのものとなっている。
しかし，コミュニティ・ポリシングという言葉
で表されるものが何であるのか，確固とした合意
があるわけではない。コミュニティ・ポリシング
を扱った文献についても，その内容について必ず
しも一致しているわけではなく（3），世界各地での
実践もそれぞれ異なっている。さらには，SP 軍
警の事例のように，戦略を立てる組織側の見解と，
それを実践に移す現場側の行為との間に違いがみ
られる場合もある。
本稿の目的は，現場の第一線で働く警察官の視
点から，サンパウロ市のコミュニティ・ポリシン
グとは何かという問いに答えることである。組織
戦略として採用されたコミュニティ・ポリシング
が実際に形となるのは，現場警察官の行為を通し
てであって，彼らは警察組織の戦略の影響を受け
つつも，戦略を解釈し，現場でそれを再構築して
いるのである。そこで本稿では，現場警察官の日
常生活の観察調査（4）から得たデータを活用し，具
体的事例の中から，現場のコミュニティ・ポリシ
ングの本質的特徴を探っていく。
Ⅰ 	 詰所と勤務員としての自覚
1　詰所とその変遷
サンパウロ市の現場でコミュニティ・ポリシン
グ実践の中心と考えられているのは，地域活動詰
所（base comunitária de segurança，以下「詰所」）
である。詰所は，広場など市内各所に設けられた，
少人数の警察官が勤務する活動拠点であり，直接
の上級機関である分署（companhia）によって管
理されている。
詰所は，1990 年代末に SP 軍警が導入した比
較的新しい施設である。2000 年代中頃には，日
本の交番制度に範をとった運営方針と活動が採
用され，日本の国際協力機構を通じて詰所勤務
員の能力強化のための支援が日本に要請された。
この国際協力プロジェクトで掲げられたのが，
サンパウロ市内に設けられたSP軍警の詰所。（撮影：2008年8月）
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コミュニティ・ポリシングである（5）（国際協力機
構 [2007]）。この新しい運営方針のもとで，日本
から派遣された警察官による技術指導を通じて
大幅な制度改革が行われ，現在の活動の基とな
る形ができあがった。
このとき詰所に導入されたコミュニティ・ポ
リシングとそれに基づく活動は，それまで SP 軍
警で主流の勤務形態であった車両パトロール（6）
（rádio patrulhamento）の活動と明確に区別された
ものであった。それまで伝統的に行われてきた車
両パトロール勤務を中心とする方針では，後述す
るように機動性が最大の強みであったが，定位置
での固定を特徴とする詰所勤務では，その強みが
あえて捨て去られている。制度導入の当時，詰所
勤務には車両パトロールとは異なる役割が意図的
に付与されていたと考えられる。
しかし，このときに導入された詰所の活動は，
SP 軍警の組織的な支持を徐々に失っていき，全
体として質量ともに衰退の傾向をたどりつつあ
る。組織的支持の喪失は，単に日本の技術移転が
ピークを過ぎたために起こったのではない。導入
当時，コミュニティ・ポリシングは，車両パト
ロール中心の伝統的ポリシングにとって代わった
のではなく，SP 軍警公式見解によれば，両方針
は相互に調和的な関係を構成するものとされた
（Polícia Militar do Estado de São Paulo [2010: 11]）。
そのため，詰所と車両パトロール両方の配備調整
を行う分署では，両者を統一的な方針のもとで運
営することが求められてきた。しかし，車両パト
ロールがその機動性を生かして分署管轄地域全域
を覆うことができる一方，詰所は数が少ないうえ
定位置に固定されているため，分署管轄地域のほ
んの一部のみしか覆うことができず，結果，車両
パトロールが優先されるようになっていった。現
在，詰所勤務は，車両パトロール勤務中心の伝統
的ポリシング方針に基づき，運営や評価がなされ
る傾向にある。
2　詰所勤務員としての自覚
導入された当時のコミュニティ・ポリシングと
その活動は，サンパウロ市の現場では衰退しつつ
ある。しかし，コミュニティ・ポリシングが現場
から消え去ったわけではない。今でもこの方針に
ついて言及し，自分は詰所勤務員であり，コミュ
ニティ・ポリシングの実践者であるとの強い自覚
を持った勤務員が現場には存在する。彼らの多く
は，2000 年代中ごろから詰所で働いており，当
時導入された活動に少なからず関与してきたよう
である。もちろん彼らも，かつてコミュニティ・
ポリシングとして導入された活動が，自らが勤務
する詰所も含めて，現場で盛んに行われなくなっ
てきていることを感じとっている。それでもなお，
彼らの発言には，言葉の端々に自らの仕事への誇
りや愛情などが感じられ，また仕事の独自性を強
調するような表現がみられる。
Ⅰ-1
「詰所長 A：『（以前，新しくできた詰所 B を
管轄する分署長から要請を受けて）詰所 B に，
ここの詰所のコミュニティ・ポリシングを導入
しようとしたことがある。うちの詰所は有名で，
その分署長は，詰所長である自分を訪ねてやっ
てきた。自分は（･･･）協力してかなり準備を
進めたが，結局うまくいかず終わってしまっ
た。うちの詰所の仕事は，非常に高いレベルの
コミュニティ・ポリシングだからだ』。」（7）
この引用では，詰所長 A の詰所で一貫してコミュ
ニティ・ポリシングを行っていることが暗に主張
されている。彼らにとって，活動の外観は変わっ
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ても，一貫してコミュニティ・ポリシングと呼び
うる何かが存在しているのである。本稿で現場の
コミュニティ・ポリシングを描くにあたり，この
核となる要素を抽出することが重要となる。その
ためには，コミュニティ・ポリシングの実践者で
あるという詰所勤務員としての自覚が，いかに生
み出され，維持されているかを知る必要がある。
3　能力によるメンバーシップ
Ⅰ-1 でみられるような自覚がいかに生じるかと
いう問いに答えるために，まずは詰所勤務員の
自らの仕事についての発言を調査記録から引用
したい。
Ⅰ-2
「臨時で詰所勤務に回されてきた車両パト
ロール勤務員を指して，詰所勤務員 A：『あの
子は私たちの仕事のことをまったくわかってい
ない』」
Ⅰ-3
「筆者に詰所が地域で行っている活動を説明し
ながら，詰所長 A：『まだ大学にも入っていない
人が天才のことを理解できないように，車両パ
トロール勤務員は詰所の活動を理解できない』」
以上の引用では，詰所を車両パトロールと異な
る特徴を持った勤務であるととらえていることが
強く示されている。いずれも，具体的な詰所の活
動について，それが自分たち詰所勤務員でないと
できないことを表明しており，詰所勤務員には車
両パトロール勤務員にはない特別な能力（スキル，
知識等）が必要であることが強調されている。そ
して，この能力をもたない者は詰所勤務員として
は不適格であるとみなされており，能力等を有す
ることが「詰所勤務員である」というメンバーシッ
プの意識に強く結びついている。また，勤務員 A
は，車両パトロール勤務員が自分たちの活動を理
解できないなどと発言することで，自らを能力を
持った詰所勤務員であると自覚的に位置づけてい
る。
注意すべきなのは，詰所勤務員であることの自
覚を生み出しているのは，活動を遂行する能力で
あって，詰所で勤務しているという外形的な事実
ではないということである。詰所で勤務するこ
とで詰所勤務員としての自覚が生まれるのであれ
ば，詰所で働いているすべての警察官が，コミュ
ニティ・ポリシングの実践者と，多かれ少なかれ
自負することになろう。しかし，実際には詰所で
働く警察官の間でも，自覚の強い者からまったく
それをもたない者までいる（8）。上記引用にあるよ
うな自覚を感じさせる発言は，一部の詰所勤務員
のみからしか聞かれなかった。
Ⅰ-3 で車両パトロールにはできないと言及され
ている「詰所が地域で行う活動」が，詰所制度改
革によって導入されたコミュニティ・ポリシング
に基づいた活動である。具体的には，詰所管轄地
域の住宅や商店を訪問して，連絡先交換や近況の
聞き取りなどを行う巡回連絡，月刊の詰所広報紙
の発行，情報発信をする詰所掲示板の設置・管理
といった，日本の交番での活動を直接モデルとし詰所とその勤務員。（撮影：2008年9月）
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たものがある。これらとは別に，地域の公共サー
ビス等の不足に対応する形での，地域住民に対す
るレクリエーションや健康増進の機会提供といっ
た，社会福祉的活動とでも呼べる活動が，サンパ
ウロ市では独自に発展した。
次節では，これらの活動を遂行する能力の内容
を探るために，詰所勤務員が活動を行う様子を，
調査記録からの引用をもとに描写していく。
　
Ⅱ 	 能動的活動
「詰所が地域で行う活動」は，コミュニティ・
ポリシング導入当時，詰所が行うとされた活動
の中核を占めるものであった。これらの活動を
以下では「能動的活動」と呼ぶ。本節では，特
に巡回連絡と社会福祉的活動に焦点を当ててみ
ていきたい。
1　能動的活動と受動的活動
能動的活動の描写を行う前に，「能動的活動」と
いう用語の説明と，それに対置される「受動的活
動」との関係について簡単に触れておきたい。「能
動的活動」という言葉によって，詰所でコミュニ
ティ・ポリシングの中心的活動として導入された，
巡回連絡や社会福祉的活動などを指していること
はすでに述べた。逆に「受動的活動」と呼ぶのは，
車両パトロールで行われる，分署管轄地域のパト
ロールや，緊急通報対応といった活動である。
能動と受動を区別するのは，ある活動を行う
直接の契機が，犯罪や問題が発生しているとの
警察官の認識にあるか否か，という点である。「能
動的活動」である巡回連絡や社会福祉的活動は，
警察官が犯罪等発生の情報を受けたために行わ
れるものではない。むしろ警察官は，犯罪等が
発生しているという情報を受けたためではなく，
犯罪や問題自体を発生させない環境をつくるた
めに活動を行う。つまり「能動的」とは，犯罪
等が発生しているという認識を必ずしも必要と
することなく（9），自発的に警察官が行動を起こ
す，という意味である。
他方で，車両パトロールの緊急通報対応とパト
ロール活動では，犯罪等が発生しているという認
識を活動の契機としている。緊急通報対応が犯罪
等発生の情報を受けて出動することはいうまで
もない。パトロール活動について，SP 軍警では，
パトロールの経路を分署が犯罪の発生情報をもと
に決定している。そこでは，情報システムに基づ
いて，犯罪が多発している時間および場所（ホッ
トスポット）が認識される。これらの「問題が発
生している」と警察官が認識したホットスポット
に，問題に対処するための警察官が配備されるの
である。つまり「受動的」とは，犯罪等が発生し
ているとの情報を受けて，初めて警察が行動を起
こす，という意味である。
先に述べたように，車両パトロール中心の伝
統的ポリシングが現場での統一的方針とされ，
車両パトロール勤務と同一の運営や評価が詰所
勤務にも適用されると，詰所勤務の重要性は，
車両パトロールのそれに比べて低く評価される。
伝統的ポリシングのもと，車両パトロール勤務
では，ホットスポットにおいて警察官の可視性
を確保し，潜在的な犯罪者に行為着手を思いと
どまらせることが目指される（10）。ところで，デー
タに基づいて犯罪が多発するホットスポットを
最終的に選定するのは警察官であるから，ホッ
トスポットの数はある程度，警察官の主観的基
準によって変化する。警察に認知されている犯
罪の数自体は，警察官の配備可能人数を超える
ことが通常であり，分署側は人数的に対処でき
る数を超えてホットスポットを選定しがちであ
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る。そのため，分署側はより多くの警察官を街
頭に配備する決定をする（11）。
以上の方針が現場警察官の配備で統一的に適用
されるとき，最重要視されるのは多数のホットス
ポットを効率的に巡回できる車両パトロールであ
る。他方で，定位置での固定を特徴とする詰所は
機動性が限られており，この方針のもとでの重要
性は車両パトロールに比べて低くならざるを得な
い。分署は，詰所とその周辺を，犯罪発生状況に
かかわらず「ホットスポット」とみなして運用す
ることとなる。結果として，車両パトロール勤務
員は優先的に確保され，数が不足すると，詰所勤
務員を臨時に割り当てるという配備調整が行われ
ることとなる（12）。緊急通報の件数が上昇する傾
向が現れるとき，詰所から車両パトロールへの勤
務員移動傾向はさらに強まる。
2　能動的活動に求められる能力
以上のような状況下で衰退気味となっている詰
所の能動的活動であるが，これらの活動がまった
く詰所から姿を消したわけではない。ここでは，
詰所勤務員がどのような機会に能動的活動を行っ
ているか，そして勤務員の活動遂行能力がどのよ
うなもので，活動の機会を得るためにいかなる働
きをするかを探っていく。
以下の引用は，詰所勤務員が能動的活動を行う
様子である。
Ⅱ-1
「詰所勤務員 A：『巡回連絡で訪問する家は，
まだほんの一部である。新しい家を増やしてい
く人員の余裕がないため，新規開拓は止まって
いる。（･･･）訪問の初回には，巡回連絡カード
の記入を依頼する』（･･･）
中米からの視察団が巡回連絡の見学のため詰
所を訪問。目的地に着くと，住民 B が迎える。
警察官の訪問には慣れているようだ。向かいと
はす向かいに住んでいる B の家族も出てくる。
訪問先住民 C：『警察官の巡回連絡は，5 年ほ
ど前から続いているが，初めの 2 年は慣れるの
に必要だった時間だ。以前は，警察は怖い存在
と思っていた。多いときは週一回くらいで来て
いる。今では担当の警察官と知り合いである。
詰所の警察官 D が交流を積極的に進めて，次
第に話すようになった。（･･･）これまでも州外
からの視察団が巡回連絡に同行してきたのに何
度か遭遇した』
イベント等があるときは，住民 B に詰所勤
務員が連絡をし，B が家族や近隣に連絡してい
るようだ。訪問先住民 B：『（何かあるときは詰
所から）電話で連絡があって，訪問してもよい
か聞かれる』」
Ⅱ-2
「『詰所長 A：詰所は最近忙しい。（社会福祉
的活動の）プロジェクトの入れ替えをしたり
（･･･）。入れ替えというのは，（詰所が所在する
広場に多かった路上生活者を対象に）野菜の栽
培をするプロジェクトを終わらせ，（･･･）高齢
者を対象に，プラスチックなどリサイクル可能
な素材を使って工作をするプロジェクトを始め
たこと。（野菜栽培のプロジェクトで協力関係
にあった）慈善団体 B と関連のある学校 C で
行っている。このプロジェクトも，（野菜栽培
プロジェクトを担当していた）警察官 D が担
当している』」
Ⅱ-3
「（突発的な治安の悪化によって，殺人事件の
急増と警察官の殺害が多発した時期（13）の詰所
調査にて，）詰所長 A：『昨日（･･･）警察官が
殺害された事件があったので，今日は巡回連絡
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をしない。（･･･）住民が警察官と一緒にいるこ
とを怖がる可能性があるし，管轄地域を危険に
さらしてしまうので』」
いずれの引用も，能動的活動がどのような状況
で可能となり，また不可能となっているかを示し
ている。Ⅱ-1 では，詰所管轄地域にある一部の住
宅のみで巡回連絡が行われており，それらの住宅
では巡回連絡が詰所の活動として取り入れられた
当時から，詰所警察官の訪問を受けていたことが
わかる。さらに，現在は詰所勤務員との関係が安
定し，視察などのイベント時に協力をするほどの
住民であっても，初めて関係を構築しようとする
際には，警察官からの根気強い働きかけを必要と
するなど，困難が伴ったことが示されている。
勤務員が言及している「巡回連絡カード」は，
巡回連絡の導入当時に詰所が得ていた，SP 軍警
からの組織的支援を示している。カードには，巡
回連絡という新しい活動の説明や，日本の警察活
動に範をとったものであることなどが記され，SP
軍警のロゴに並んで，国際協力機構のロゴ（JICA）
も印刷されている。詰所勤務員はこのカードを
もって住宅等を初訪問し，活動の説明を行い，住
民に名前や連絡先を巡回連絡記録書の所定欄に記
入するよう依頼する。カードの準備等の物理的環
境面のみでなく，ノウハウの移転や人員の都合な
どの面でも，SP 軍警が組織的に能動的活動の導
入を後押ししていた当時，現場の詰所では住民と
の関係構築に，困難を伴いながらも進展がみられ
た。しかし，この引用によれば，人員などの面で
組織的支援が失われ，現在は訪問先の新規開拓が
止まっているとされている。
他方，Ⅱ-2 の引用は社会福祉的活動についてで
ある。Ⅱ-1 とは異なり，新しくプロジェクトが開
始されている。この詰所でもⅡ-1 と同様，巡回連
絡先の新規開拓が停滞しているという話が聞かれ
たが，社会福祉的活動が新たに開始されたのはな
ぜであろうか。着目すべきは，この新プロジェク
トの開始に，旧プロジェクトで構築された，慈善
団体 B と勤務員 D の関係が活用されていること
である。勤務員 D は，この詰所管轄地域で有名
な警察官であり，詰所が社会福祉的活動をする際
には，必ずといってよいほど参加するメンバーで
ある。もしも勤務員 D が各方面にもっている個
人的なつながりが存在しなかった場合，能動的活
動が全般的に停滞傾向にあるこの詰所で，新プロ
ジェクトが開始できたとは考えにくい。
Ⅱ-3 では，巡回連絡を中止する理由が示されて
いる。治安の悪化によって，住民が警察官と物理
的に接触しないのであれば，住民との直接的な接
触を含む巡回連絡は成り立たない。SP 軍警で行
われているその他の能動的活動も，警察官と住民
の直接的交流が大きな特徴となっている。そこで
は，詰所勤務員の働きかけに対して，住民が協力
的な態度で接しない限り，活動の開始も継続もで
きないのである。
以上から，詰所の能動的活動が，住民との協力
的関係なしには遂行が困難なものであることがわ
かる。しかも，この関係は「担当の警察官」とい
う引用中の表現からわかるように，特定の警察官
と住民の間に構築される個人的な関係である。し巡回連絡カ ドー（左）と巡回連絡記録書。（撮影：2013年5月）
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かし，このような詰所勤務員と地域住民の個人的
関係の存在を前提（手段）とした能動的活動の狙
いは，まさにそのような個人的関係を得ることで
あり，そこに手段と目的の混同がある。つまり，
ゼロから活動を始めるにもかかわらず，活動を続
けていくなかで初めて得られるはずの住民との関
係が不可欠なのである。能動的活動の導入当初も，
Ⅱ-1 の例のように，分署や警察外部の機関からの
支援を受けるなど，活動の開始と継続を容易にす
る何らかの要因が存在した詰所で，能動的活動が
比較的進んでいたようであった（14）。
このような個人的関係は，詰所特有のものであ
る能動的活動を遂行するための，いわばリソース
であり，詰所勤務員のメンバーシップ意識と結び
ついた能力とは，このリソース獲得能力である。
関係というリソースは，警察という集団ではなく，
警察官個人に属するものであり，それゆえに能力
という個人的属性によって獲得される。詰所勤務
員のなかでこの能力に差が出ることは，次の引用
から読み取れる。
Ⅱ-4
「詰所長 A：『得意不得意があるから，誰でも
コミュニティ・ポリシングができるわけではな
い。（･･･）人手が足りないとき，詰所勤務員を
車両パトロールに回すよう，前日に分署から自
分に連絡が入る。誰を回すかを決めるのは詰所
長だ。自分の場合，（社会福祉的活動をさせて
いる）勤務員 B や C などは，できるだけ車両
パトロールに回さず，たとえば今日のメンバー
だったら勤務員 D か E のどちらかを回す』。詰
所の広報紙に掲載された能動的活動の写真に
は，勤務員 B や C ばかりが写っている」
リソース（住民との個人的関係）獲得能力が個人
的属性であることから，ある勤務員と住民が構築
した個人的関係を，他の勤務員と共有し，また新
人勤務員に継承することには困難が伴う。Ⅱ-4 は，
リソースの獲得能力が低い，住民との関係構築が
苦手な勤務員は，他の勤務員がもっているリソー
スを共有できないことを端的に示している。新人
勤務員についても同様であり，前任勤務員が築い
た関係を，彼らが自動的に継承できるわけではな
い。そのため，能力を身につけた勤務員が別の勤
務に配備されたり，定年で詰所を去る前に，後継
勤務員を探して育成したりしないことには，これ
まで培ってきた活動の成果が崩れると心配する詰
所長も出てくるのである。能動的活動が個人的な
関係に基づいていることは，能動的活動が衰退傾
向にある理由の一端にもなっているのである。
Ⅲ 	 関係構築能力の活用
能動的活動遂行において，住民との個人的関係
が不可欠であること，その関係を構築する能力は
勤務員個人に属し，かつそれが詰所勤務員として
のメンバーシップ意識とつながっていることをみ
てきた。しかし，伝統的ポリシングの方針が適用
され，能動的活動が衰退傾向にあるなかで，詰所
勤務員が勤務員としての自覚を維持している理由
は，まだ説明されていない。それを探るには，能
動的活動以外の詰所の活動で，外の人々との接触
を伴うものについて検討することが有効だろう。
Ⅲ-1
「詰所勤務員 A：『詰所が忙しいときは，事件
調書の登録にずらっと列ができることがある』」
引用の発言からは，詰所の勤務量が人々からも
ち込まれる事案量でも認識されていることがわか
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る。発生した事案に適切かつ効率的に対応するこ
とは，車両パトロールだけでなく，詰所勤務にも
分署が期待することである。詰所勤務員は，詰所
での活動遂行に必要な能力をもたないと彼らが考
える，車両パトロール勤務員と同一視されること
を拒否はしても，車両パトロールのように通報を
受けて事案に対処するという活動自体を拒否して
いるのではない。Ⅲ-1 では，むしろ分署の期待を
受け入れ，もち込まれる事案への対応を詰所の重
要な活動と認識している。
次に，実際に詰所にもち込まれる案件に注目
したい。以下のリストは，これまでに筆者が知
り得た，詰所が対応した案件（依頼を含む）の一
部である。
・ 詰所長への相談各種
・ 地域のイベントへの協力依頼（警備など）
・ 深夜に鍵をなくして家に入れなくなった人へ
の対応
・ ペットに関する隣人とのトラブル仲裁依頼
・ 気分が悪くなった人への対応
・ 夫婦げんか（多数）
・ けが人のない交通事故
・ 道案内（最も多い）
詰所にもち込まれる案件には，事故やけんかの
対応など，車両パトロールでも緊急通報を経由し
て対応するような案件もある一方，勤務員との個
人的な関係を頼って詰所に直接寄せられる案件も
ある。リストの項目のうち，相談とイベントへの
協力については，勤務員が個人的な知り合いだっ
たために寄せられた事例である。これらはとも
に，何らかの問題が発生したために詰所にもち込
まれたというよりは，すでに構築されていた関係
を頼って住民が依頼したものであり，問題発生の
認識を警察側がもっていなかったという面で，能
動的活動に近いものである。
他方，発生した問題への対処が求められた鍵の
トラブルの事案では，通報者は知り合いの詰所勤
務員を頼って案件をもち込んだと話した。ペット
に関する案件でも，通報者は案件を公式に事件登
録することを望んでいたわけではなく，むしろ警
察官に相談にきたそぶりであった。これらは問題
発生を警察官が知って対応するという意味で，受
動的活動に分類し得るものである。しかし，これ
ら案件の発生情報がもち込まれたのは，警察官と
の個人的な関係をたどってのものである。ここで，
能動的活動のリソースであった住民との個人的関
係は，詰所が対応する受動的活動の案件を呼び寄
せているのである。
次の引用は，詰所に寄せられる案件への，詰所
勤務員の対応についてである。
Ⅲ-2
「（上記の鍵のトラブルの事例）住民 A：『知
り合いの詰所長 B を訪ねていったが，もう夜
中だから彼はおらず，他の勤務員が対応してく
れた。詰所長だけでなく，他の勤務員も対応が
とてもよかった。すぐに近所の鍵サービスに連
住民との交流の様子。（撮影：2013年5月）
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絡してくれて解決した。それだけでなく，後で
その勤務員から電話があって，問題が解決した
かどうか聞かれたことには驚いた』」
Ⅲ-3
「（以前筆者が携帯電話を紛失した際に届出を
した近所の詰所に，数カ月後，調査で再訪問を
したところ）届出をした際に筆者の対応をした
勤務員 A が，ちょうどまた働いている。詰所
勤務員 A：『あのとき届出した携帯電話はみつ
かりましたか』」
Ⅲ-4
「詰所勤務員 A：『コミュニティ・ポリシング
の目的は，人々の声に耳を傾けることを通じて，
今まではなかった人々との近しい関係を作って
いくこと』（･･･）後に住民 B が相談に来たとき，
A は口を挟まず B に話をさせていた。A が B
の立場を理解している旨の返答をすると，B は
満足したように帰っていった」
実際の対応の様子を描写したⅢ-2 とⅢ-3 の引用
事例では，いずれも通報者と勤務員の間に事前の
面識はなかった。Ⅲ-2 に見られるように，まず問
題への対応を通じた住民との接触により，勤務員
は通報者に親身で丁寧な対応を受けたという印象
を与えることに成功している。さらに，Ⅲ-3 でよ
り明確なように，問題対応の過程で発生する一時
的な接触を活用し，継続的な関係に発展させてい
る。
以上の一連の過程は，Ⅲ-4 の勤務員の発言に集
約されている。ここで詰所勤務員は，外から案件
をもち込む通報者の声に耳を傾けて，彼らを納得
させるよう親身な対応をし，一時的な接触を継続
的な関係に変化させようとする。そうして構築さ
れる関係が新たなリソースとなり，詰所警察官に
新たな案件がもち込まれるという循環が起こる。
Ⅲ-4 によれば，継続的な関係の構築こそがコミュ
ニティ・ポリシングの最終的な目的であり，詰所
勤務員が親身な対応を通じて，関係を構築する能
力は，その目的達成に不可欠である。詰所勤務員
は，もともと能動的活動で使っていた関係構築能
力を，詰所に寄せられる案件に転用している。
Ⅳ 	 サンパウロ市コミュニティ・	
ポリシングの特徴
本稿では，現場警察官の視点から，サンパウロ
市のコミュニティ・ポリシングの本質的特徴をと
らえることを目的に，その実践の場である詰所で
行われる活動の描写と考察を行った。その際，詰
所での活動遂行能力をもつことが，車両パトロー
ル勤務員から自らを差別化し，詰所勤務員として
の自覚を生み出していることに着目し，この能力
の性格を探ることを通して，コミュニティ・ポリ
シングの本質を抽出しようと試みた。
詰所勤務員の活動遂行能力とは，人々との関係
を構築する能力である。2000 年代の制度改革時
に詰所に導入された能動的活動は，住民との個人
的関係を不可欠のリソースとするものである。能
動的活動が組織的な支持を背景に詰所の活動の中
核を占めた時期に，住民との関係というリソース
を獲得する能力は，詰所勤務員としてなくてはな
らない能力であったと考えられる。
能動的活動への組織的支持が次第に失われ，活
動が衰退の傾向をたどるなか，詰所勤務員は能動
的活動で活用していた関係構築の能力を，詰所に
もち込まれる案件への対応においても発揮するよ
うになった。案件への対応は，車両パトロールで
も行っている活動であるが，詰所にもち込まれる
案件には，問題が発生しているとの情報のみでな
く，勤務員と住民の個人的関係を通じて寄せられ
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た依頼も含まれ，そこでは必ずしも問題の発生は
伴わない。
関係構築の能力は，詰所勤務員のメンバーシッ
プ意識と強く結びついており，コミュニティ・ポ
リシングの担い手たる詰所勤務員としての自覚
は，その能力を所有し活用することから得られて
いるようであった。もち込まれる案件への対応に
おいて能力が活用され，自覚を生み出す過程を簡
単にまとめれば，以下のようになろう。詰所勤務
員はもち込まれた案件に親身な対応をすること
で，一時的な通報者との関係を，継続的な関係に
変えようとする。継続的な関係を構築することに
より，能動的か受動的かを問わず，もち込まれる
案件が増えることを彼らは期待する。案件をもち
込む通報者に親身な対応をすること，それを通じ
て継続的関係を得ることで，自らが詰所勤務員と
してもつべき能力をもっていることを実感し，勤
務員であるとの自覚につながるのである。
ここで，現場において一貫してコミュニティ・
ポリシングととらえられている要素が，警察官と
人々の個人的な関係であり，それを構築する能力
であることがわかる。詰所の活動の外観は変わり，
たとえそれが車両パトロールの活動とはた目には
同じであったとしても，詰所勤務員は人々との関
係構築を目指す行為をコミュニティ・ポリシング
ととらえ，これまでそれをずっと達成してきてい
ると主張しているのである。
おわりに
サンパウロ市コミュニティ・ポリシングの本質
的特徴の一つとして，警察官と人々の個人的な関
係という要素を指摘した。公式に定められた活動
類型ではなく，人々との関係に本質をみることで，
現場のコミュニティ・ポリシングは，能動的活動
が衰退しても生き延びてくることができた。
しかし，個人的関係を基礎とすることは，コミュ
ニティ・ポリシングにとってのリスクにもなりう
る。例えば，人間関係と公平な法執行が潜在的に
対立する問題がある。親しい関係にある人々に法
執行をすることに，警察官がためらいを覚える可
能性がある。例えば，詰所の自転車パトロール担
当警察官は，令状をもって違法住宅に住んでいる
家族を追い出す仕事は好きではないと語った。極
端な場合，人間関係を優先し，法執行をみのがす
という行動すら考え得る。このような場合，批判
が寄せられることが当然予想される。
サンパウロ市におけるコミュニティ・ポリシン
グは，今後も同様の方向で存続していくであろう。
しかし，上記のような「身びいき」が発生したと
の批判を浴びれば，人間関係を基礎とするコミュ
ニティ・ポリシングは信頼を失い，簡単に崩れて
しまう。今後は，現場はもちろん，組織全体でそ
のリスクを把握して対策をはかる必要があると考
えられる。
注
⑴ Trojanowicz e Bucqueroux [1999: 5] によれば，コ
ミュニティ・ポリシングとは，1 つの考え方たるフィ
ロソフィであると同時に，それを展開する方法た
る組織戦略である。
⑵ ブラジルには複数の警察組織が存在するが，コミュ
ニティ・ポリシングの実践に最も密接に関わるの
は，州レベルに設置され，パトロールや交通取締
りといった保安・行政警察機能を担う，軍警察と
呼ばれる警察組織である。
⑶ 例えば，コミュニティ・ポリシングと伝統的ポリシ
ングの関係について，Trojanowicz e Bucqueroux 
[1999: 9-15] が，前者を導入することで初めて予防
の要素が追加されるとするのに対し，Skolnick and 
Bayley [1988: 7-8] は，前者の導入以前に，後者に
も予防の要素があるとする。
⑷ 2008 年 8 ～ 9 月および 2011 年 11 月～ 2013 年 3 月
に，サンパウロ市で行った調査。
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⑸ 日本語のプロジェクト名には，コミュニティ・ポ
リシングの和訳として「地域警察活動」という言
葉が使われている。
⑹ ここで「車両」としているのは四輪車，いわゆる
パトロールカーである。
⑺ 以下，調査記録からの引用は，注 4 の現地調査か
らのものである。
⑻ 最もわかりやすい例として，ある詰所勤務員の
以下の発言。「ここには『地域活動』詰所（base 
“comunitária” de segurança）と書いてあるが，地
域活動（コミュニティ・ポリシング）なんて嘘だ」
⑼ 詰所勤務員は，管轄地域の犯罪等発生状況につい
て，何らかの認識をもっているのが普通である。
しかし，巡回連絡も社会福祉的活動も，認識され
ている犯罪や問題への直接的対処ではない。巡回
連絡については，管轄地域の住宅と商店のすべて
が対象であり，特定の犯罪等多発ポイントのみに
絞られているのではない。社会福祉的活動は，対
象とする集団（子ども，高齢者など）が設定され
るのが通常であるが，対象集団に介入することが，
発生している問題の解決に必要だから行われてい
るのではない。社会福祉的活動が行われる主要な
動機は，地域住民との関係構築であって，対象集
団に関する問題が発生していることは常に必要と
されるわけではない。
⑽ 車両パトロールが行うパトロール活動と緊急通報
対応は，医療モデルにならい「予防」を三段階に
区 別 す る 考 え 方（Brantingham and Faust [1976: 
290]）に基づけば，それぞれ第二次予防と第三次予
防という，異なる予防段階にあたるとも考えられ
る。第一次予防とは，特定の対象を設定せず，犯
罪機会を与える物理的な環境や社会的原因を検討
するもので，能動的活動はこの段階にあてはまる。
第二次予防とは，潜在的な犯罪者と被害者，犯罪
を生みやすい物理的環境を対象とするものである。
第三次予防とは，再犯を防ぐ意図で，被害者を含
む社会や物理的環境，そして犯罪者を対象に行わ
れる矯正などの活動であり，緊急通報対応は少な
からず再犯防止の意図をもって行われているとい
える。
⑾ 最大人数を街頭へ配備するという方針は，SP 軍
警を含む最近のサンパウロ州政府の方針である。
関連する新聞記事として，“‘Choque de gestão’ 
levará 21 mil PMs às ruas,” Folha de São Paulo, 6 de 
julho, 2012。
⑿ ある詰所での調査時には，詰所勤務員の人数が一
時的に 2 人にまで減っていた。
⒀ 関 連 す る 新 聞 記 事 と し て，“Com mês violento, 
homicídios sobem 21,8% no 1º semestre em 
SP,” Folha de São Paulo, 25 de julho, 2012， お よ び
“Número de casos de homicídios em SP sobe 50% 
em novembro,”Folha de São Paulo, 21 de dezembro, 
2012。
⒁ 2008 年調査の折，日本のプロジェクトにより直接
に物理的環境面などでの支援を受けていた詰所と，
支援を受けていなかった詰所では，能動的活動の
進展に明らかな差が見られた。例えば，後者では
定期的な巡回連絡がなされていなかった。
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